





























































個 入 研 究
り，中小企業庁の係官も毎年見学に来るようになっ
た。しかし，その過程は悪戦苦闘そのもので決して平
坦なものではなかった。
　昭和44年私が調査に出かけた時点でいうと，この集
団化事業も各メーカーが力をつけてきたことによって
ひとつの転期にさしかかっているように思えた。しか
し中小企業集団化のパイオニアとして新しい道を開い
た北島氏の業績は高く評価し得るであろう。
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